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2005年6月8日 

                                                  札幌市中央区北9条西15丁目28番地196 

                                           株式会社ソフトフロント 

                                       代表取締役社長 阪口 克彦 

                                                              （証券コード番号：2321） 

 

東京都品川区東五反田3-20-14 

インフィニオンテクノロジーズジャパン株式会社 

代表取締役社長 森 康明 

 

ソフトフロント、インフィニオンテクノロジーズジャパン、 

SIP/VoIP ソリューションを積極展開 
～戦略的パートナーシップでVoIP端末製品市場のさらなる拡大をめざす～ 

 
株式会社ソフトフロント（本社 札幌市、代表取締役社長 阪口克彦、以下 ソフトフロント）と、インフィニオンテクノロジーズ 

ジャパン株式会社（本社 東京都品川区、代表取締役社長 森 康明、以下 インフィニオン）は、SIP（※1）/VoIP（※2）製品市

場の拡大に向けて戦略的な業務提携を行うことで合意いたしました。 

 

独インフィニオンテクノロジーズは、世界の半導体市場で第 4 位となる売上シェアを誇る半導体メーカーで、早い段階から

VoIPソリューションへの取り組みにも着手し、VoIP市場において目覚しい躍進を遂げています。 

今回の業務提携は、SIP/VoIP 分野において、高い評価と豊富な相互接続実績を持つソフトフロントの SIP 技術を、インフィ

ニオンの IP 電話端末向けシングルチップ「INCA-IP（インカ・アイピー）（※3）」に搭載し、国内外のキャリアや通信機器メー

カーに開発環境として提供するものです。さらに両社は、VoIP アダプタ製品向け開発環境の提供についても合意し、今後の

SIP/VoIP市場拡大に大きく寄与いたします。 

 

ソフトフロントは、今回の業務提携によって、SIP 市場において、グローバルに競争優位性を高め、世界の主要なキャリアや

通信機器メーカーのサービスや製品開発に貢献できるものと確信しております。また、今後もSIP製品の普及・拡大と、当社の

SIP技術のより一層の普及を図ってまいります。 

 

両社は、今回の業務提携により開発したSIP/VoIP開発環境を、2005年6月8日～10日に日本コンベンションセンター（幕

張メッセ）で開催されるNetworld + Interop Tokyo 2005のインフィニオンブースに出展するほか、国内外の各種イベントにおい

て公開していく予定です。 

 

【開発環境構成図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                                    
 
 

 
2

【各社からのコメント】 

インフィニオン テクノロジーズ ジャパン株式会社 

代表取締役社長 森 康明氏 

「今回の業務提携により、我々はよりいっそう日本市場におけるVoIP製品の発展に貢献できるものと期待しております。ソ

フトフロント社が、SIP の黎明期より確立されてきたソフトウェアと、音声通信向け製品で 20 年以上の実績をもつ弊社の

VoIP SoC（*4）との融合は、日本のそしてその他の地域のお客様に、高品質且つ安定的な SIP 端末ソリューションを提供

できるものと確信しております。」 

 

株式会社ソフトフロント 

代表取締役社長 阪口 克彦 

「世界の主要ベンダーが急ピッチでIP電話を投入している今日、SIP/VoIPソリューションは、今後もさらなる市場拡大が期待

されています。今回のインフィニオン社との業務提携により、SIP/VoIPソリューションの市場展開をより一層加速させ、グロー

バル市場においても競争力のある製品開発を積極的に推進できるものと確信しております。」 

 

 

【ご参考】  

(*1) SIP（Session Initiation Protocol）  

IP電話、ビデオ会議などを実現する新しいプロトコル(RFC3261)。Webの技術として有名なHTTPと同様にテキストベースであり、シンプルで拡張性が高

いことから、IP電話の標準的なプロトコルとして利用されている。最近では、その特徴を生かしてデジタル情報家電などへの搭載が注目されている。 

 

(*2) VoIP(Voice over Internet Protocol) 

IPネットワークを利用した音声通話の技術一般を指す。現在、注目されているIP電話は、この技術を応用したもの。 
 

(*3) INCA-IP（インカ・アイピー） 

IP電話端末をターゲットとしたシングルチップIC。IP電話端末に必要な機能が全て1つのチップに凝縮されている。 

 

(*4) SoC (System on a Chip) 
1 個の IC チップにシステムの主要なすべての構成回路を搭載したデバイス。一般に、標準機能（例えば、マイクロコントローラ、通信インターフェイス、メ

モリ、その他のアナログおよびデジタルロジック機能）とカスタム設計回路とを組み合わせたシリコン集積回路として実現される。 

 

※ 記載されている会社名、製品名は一般に各社の商標または登録商標です。 

※ 掲載文中では、TM、(R)マークは原則として明記しておりません。 

 
 
【プロフィール】 

 株式会社ソフトフロント 
1997年設立のソフトウェア開発企業です。SIPとVoIPを核技術とし、業界から本分野の核技術の提供企業として注目され
ています。「技術を愛し、技術を提供すること によって、社会変革の牽引役となり、豊かな社会を実現すること」を企業理
念として、事業を展開しています。 
業界標準プロトコルになりつつある SIP に早くから注力しており、様々な技術とノウハウを蓄積してまいりました。現在は、
これまで培ってきた SIP と VoIP に関する技術やノウハウを多数のメーカーやシステム・インテグレーターに提供し、それ
らのパートナー企業を通じて当社の技術の普及を図る「SIP パートナープログラム」事業に注力しています。また、最近で
は、各種OS、CPUメーカーとの連携により、SIP開発環境の拡充を図っております。 
URL:http://www.softfront.co.jp 

 
 インフィニオンテクノロジーズ 
インフィニオンテクノロジーズ（Infineon Technologies AG）は、ドイツのミュンヘンに本社を置き、自動車・産業・マルチ市場
や通信アプリケーションへ向けた半導体およびシステムソリューションと、メモリ製品を供給しています。米国ではカリフォ
ルニア州サンノゼ、アジア太平洋地域ではシンガポール、そして日本では東京の各子会社を拠点として活動しています。
2004会計年度（9月決算）の売上高は71億9,000万ユーロ、2004年9月末の従業員数は約35,600名でした。インフィニ
オンは、フランクフルトとニューヨークの証券取引所に株式上場されています。インフィニオンについての情報は次の
URLをご参照ください： 
本社URL：http://www.infineon.com 
日本法人URL：http://www.infineon.jp 
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【リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社ソフトフロント 

管理本部 広報担当 内海 雅枝 

電話（本社広報直通）：011-623-1035 FAX：011-623-1002 

E-mail：press@softfront.co.jp 

 

インフィニオンテクノロジーズジャパン株式会社 

広報グループ 城口 博隆 

電話: 03-5449-6714/6773  

E-mail: media.relations.jp@infineon.com 

 

【製品に関するお問い合わせ先】 

株式会社ソフトフロント 

SPP事業本部 

電話：03-5366-2030 FAX：03-5366-2031 

URL: http://www.softfront.co.jp/spp/enquiry.html 


